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申請日 202　年　　月　　日（様式1）


「日本の美しい手技基金〜修業支援金〜」
申請書（5ページ以内）


1. 基本情報
応募者情報
	フリガナ
	

	氏名
	

	伝統的工芸品名
	



現在の所属先もしくは研修・修業を受けている組織について
所属・研修先がない場合や、これから修業開始予定の方は、その他の欄に現在の状況をご記載ください。
	法人・団体名
	

	所在地
	〒



	所属先種類
✔を付けてください
	☐ 工芸品事業者　　　☐ 産地組合　　☐学校等
☐ 技術研修機関　　　☐ その他（　　　　　　　　　　　）



修業支援金の給付期間中に研修・修業を受ける予定の組織について
現所属先と同じ場合は、記入欄に「同上」と記載ください。
	法人・団体名
	

	所在地
	〒


	研修・修業先種類
✔を付けてください
	☐ 工芸品事業者　　　☐ 産地組合等　　☐ 学校等
☐ 技術研修機関　　　☐ その他



修業状況について
	修業開始時期
	西暦　　　　　　　　　年　　　　月

	修業年数
	満　　　　　　　　　　年　　　　月

	応募時の修業段階
どちらかに✔を付けてください
	☐ 技術の習得・向上期間
☐ 独立に向けた準備期間

	備考（任意）
修業状況について、中断期間があるなど補足があれば記載ください
	



2. 修業支援金が必要な背景と今後の計画について
	1.該当の伝統的工芸品の職人を目指す動機や、伝統的工芸品の魅力
	

	2.修業支援金が必要な理由・背景
	

	3.修業支援金の使い道
どんなもの・ことに使う予定か記載ください。
	

	4.研修・修業の内容
どこで、いつ、何を学ぶかを記載ください。研修・修業に関する説明書やパンフレットなどの貼り付けも可
	

	5.指導者のプロフィール
研修・修業の代表的な指導者となる方の名前、経歴などを記載ください。
	＜ご氏名＞

＜ご経歴＞

	6.研修・修業期間終了時点にめざす状態/目標
習得レベル、担う役割、独立の目途など、具体的に記載ください。
	

	7.修業支援金給付期間終了後の計画・展望
どの地域で、何を行う予定であるか、記載ください。
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